
(57)【要約】

【課題】湾曲部を大きな角度で屈曲させる際でも小さな

操作力で楽に湾曲操作を行うことができ、しかも湾曲部

が受ける反力が湾曲操作部材を操作する手に知覚される

ようにした内視鏡の湾曲操作装置を提供すること。

【解決手段】湾曲操作部材５ＵＤ，５ＲＬを操作するこ

とによって牽引される操作ワイヤ７Ｕ，７Ｄ，７Ｒ，７

Ｌの牽引量を検出するワイヤ牽引量検出センサ１４ＵＤ

ａ，１４ＵＤｂ，１４ＲＬａ，１４ＲＬｂと、そのワイ

ヤ牽引量検出センサ１４ＵＤａ，１４ＵＤｂ，１４ＲＬ

ａ，１４ＲＬｂによって検出された操作ワイヤ７Ｕ，７

Ｄ，７Ｒ，７Ｌの牽引量に対応して、操作ワイヤ７Ｕ，

７Ｄ，７Ｒ，７Ｌを牽引する補助になる牽引補助力をワ

イヤ牽引部材９ＵＤ，９ＲＬに付与するアシストモータ

１１ＵＤ，１１ＲＬとを設けた。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
挿 入 部 の 先 端 付 近 に 湾 曲 部 が 設 け ら れ る と 共 に 上 記 挿 入 部 の 基 端 に 操 作 部 が 連 結 さ れ 、 上
記 操 作 部 に 配 置 さ れ た 湾 曲 操 作 部 材 を 操 作 す る こ と に よ り 上 記 挿 入 部 内 に 挿 通 配 置 さ れ た
ワ イ ヤ 牽 引 部 材 で 操 作 ワ イ ヤ を 牽 引 し て 上 記 湾 曲 部 を 屈 曲 さ せ る よ う に し た 内 視 鏡 の 湾 曲
操 作 装 置 に お い て 、
　 上 記 湾 曲 操 作 部 材 を 操 作 す る こ と に よ っ て 牽 引 さ れ る 上 記 操 作 ワ イ ヤ の 牽 引 量 を 検 出 す
る ワ イ ヤ 牽 引 量 検 出 セ ン サ と 、 そ の ワ イ ヤ 牽 引 量 検 出 セ ン サ に よ っ て 検 出 さ れ た 上 記 操 作
ワ イ ヤ の 牽 引 量 に 対 応 し て 、 上 記 操 作 ワ イ ヤ を 牽 引 す る 補 助 に な る 牽 引 補 助 力 を 上 記 ワ イ
ヤ 牽 引 部 材 に 付 与 す る ア シ ス ト モ ー タ と を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 装 置
。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 ア シ ス ト モ ー タ か ら 上 記 ワ イ ヤ 牽 引 部 材 に 付 与 さ れ る 上 記 牽 引 補 助 力 が 、 上 記 湾 曲 部
の 屈 曲 角 度 を 増 大 さ せ る の に 必 要 な 牽 引 力 よ り 常 に 小 さ く 設 定 さ れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の
内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 ワ イ ヤ 牽 引 量 検 出 セ ン サ に よ っ て 検 出 さ れ た 上 記 操 作 ワ イ ヤ の 牽 引 量 が 大 き く な る の
に 対 応 し て 、 上 記 ア シ ス ト モ ー タ か ら 上 記 ワ イ ヤ 牽 引 部 材 に 付 与 さ れ る 上 記 牽 引 補 助 力 が
大 き く な る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
上 記 操 作 ワ イ ヤ の 牽 引 量 が 所 定 値 よ り 小 さ い 領 域 で は 、 上 記 ア シ ス ト モ ー タ か ら 上 記 ワ イ
ヤ 牽 引 部 材 に 上 記 牽 引 補 助 力 が 付 与 さ れ な い 請 求 項 １ 、 ２ 又 は ３ 記 載 の 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作
装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
上 記 ワ イ ヤ 牽 引 量 検 出 セ ン サ は 、 上 記 湾 曲 操 作 部 材 に よ っ て 回 転 駆 動 さ れ る 部 材 の 回 転 角
度 を 検 出 す る こ と に よ り 、 上 記 操 作 ワ イ ヤ の 牽 引 量 を 間 接 的 に 検 出 す る 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３
又 は ４ 記 載 の 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 視 鏡 に お い て は 一 般 に 、 挿 入 部 の 先 端 付 近 に 湾 曲 部 が 設 け ら れ る と 共 に 、 挿 入 部 の 基
端 に 操 作 部 が 連 結 さ れ て い て 、 操 作 部 に 配 置 さ れ た 湾 曲 操 作 部 材 を 操 作 す る こ と に よ り 挿
入 部 内 に 挿 通 配 置 さ れ た 操 作 ワ イ ヤ を 牽 引 し て 湾 曲 部 を 屈 曲 さ せ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ の よ う な 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 装 置 に お い て は 、 湾 曲 部 の 屈 曲 角 度 が 大 き く な る の に し た
が っ て 、 湾 曲 部 が 元 の 真 っ 直 ぐ な 状 態 に 戻 ろ う と す る 反 発 力 が 大 き く な る こ と に よ り 、 湾
曲 部 を さ ら に 屈 曲 さ せ る の に 必 要 な 操 作 ワ イ ヤ の 牽 引 力 が 大 き く な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ の た め 、 湾 曲 操 作 を 行 う た め の 湾 曲 操 作 部 材 と し て レ バ ー 状 、 回 転 ノ ブ 状 或 い は ピ ス
ト ン 状 な ど ど の よ う な 種 類 の 操 作 部 材 が 用 い ら れ て い る 場 合 で も 、 操 作 者 に と っ て 湾 曲 部
を 大 き な 角 度 で 屈 曲 さ せ る の が 操 作 上 の 負 担 に な る 場 合 が 少 な く な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 操 作 ワ イ ヤ を 牽 引 操 作 す る た め の 湾 曲 操 作 部 材 に 正 逆 回 転 可 能 な モ ー タ を 連 結
し （ 安 全 性 を 考 慮 し て 滑 り ク ラ ッ チ を 介 し て 連 結 し ） 、 モ ー タ の 駆 動 力 で 操 作 ワ イ ヤ を 牽
引 し て 湾 曲 部 を 屈 曲 さ せ る よ う に し た も の が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 公 昭 ５ ５ － ５ ４ ４ ８ １ 号 等
【 発 明 の 開 示 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 湾 曲 操 作 を 行 う 操 作 者 は 、 湾 曲 部 や そ の 先 端 が 体 内 管 腔 の 壁 に ぶ つ か っ て 受 け る 反 力 を
湾 曲 操 作 部 材 を 操 作 す る 指 先 で 感 じ る こ と に よ っ て 、 挿 入 部 の 先 端 部 分 が 体 内 で ど の よ う
な 状 況 に あ る か を 把 握 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し た が っ て 、 モ ー タ の 駆 動 力 で 操 作 ワ イ ヤ を 牽 引 し て し ま っ た の で は 、 体 内 壁 か ら 受 け
る 反 力 の 知 覚 と い う 重 要 な 情 報 が 欠 落 し て 内 視 鏡 挿 入 を 円 滑 に 行 う こ と が で き な い 場 合 が
少 な く な い 。 さ り と て 、 湾 曲 操 作 部 材 を 単 純 に 手 で 操 作 し た の で は 、 前 述 の よ う に 湾 曲 部
を 大 き な 角 度 で 屈 曲 さ せ る の が 負 担 に な っ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 湾 曲 部 を 大 き な 角 度 で 屈 曲 さ せ る 際 で も 小 さ な 操 作 力 で 楽 に 湾 曲 操 作
を 行 う こ と が で き 、 し か も 湾 曲 部 が 受 け る 反 力 が 湾 曲 操 作 部 材 を 操 作 す る 手 に 知 覚 さ れ る
よ う に し た 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 装 置 は 、 挿 入 部 の 先 端 付 近 に 湾
曲 部 が 設 け ら れ る と 共 に 挿 入 部 の 基 端 に 操 作 部 が 連 結 さ れ 、 操 作 部 に 配 置 さ れ た 湾 曲 操 作
部 材 を 操 作 す る こ と に よ り 挿 入 部 内 に 挿 通 配 置 さ れ た ワ イ ヤ 牽 引 部 材 で 操 作 ワ イ ヤ を 牽 引
し て 湾 曲 部 を 屈 曲 さ せ る よ う に し た 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 装 置 に お い て 、 湾 曲 操 作 部 材 を 操 作
す る こ と に よ っ て 牽 引 さ れ る 操 作 ワ イ ヤ の 牽 引 量 を 検 出 す る ワ イ ヤ 牽 引 量 検 出 セ ン サ と 、
そ の ワ イ ヤ 牽 引 量 検 出 セ ン サ に よ っ て 検 出 さ れ た 操 作 ワ イ ヤ の 牽 引 量 に 対 応 し て 、 操 作 ワ
イ ヤ を 牽 引 す る 補 助 に な る 牽 引 補 助 力 を ワ イ ヤ 牽 引 部 材 に 付 与 す る ア シ ス ト モ ー タ と を 設
け た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 な お 、 ア シ ス ト モ ー タ か ら ワ イ ヤ 牽 引 部 材 に 付 与 さ れ る 牽 引 補 助 力 が 、 湾 曲 部 の 屈 曲 角
度 を 増 大 さ せ る の に 必 要 な 牽 引 力 よ り 常 に 小 さ く 設 定 さ れ て い れ ば 、 湾 曲 操 作 の 際 に 湾 曲
部 が 受 け る 反 力 が 操 作 者 の 手 に 知 覚 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 ワ イ ヤ 牽 引 量 検 出 セ ン サ に よ っ て 検 出 さ れ た 操 作 ワ イ ヤ の 牽 引 量 が 大 き く な る の
に 対 応 し て 、 ア シ ス ト モ ー タ か ら ワ イ ヤ 牽 引 部 材 に 付 与 さ れ る 牽 引 補 助 力 が 大 き く な る よ
う に す る と 、 小 さ な 操 作 力 で 湾 曲 部 を 大 き な 角 度 ま で 屈 曲 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 な お 、 操 作 ワ イ ヤ の 牽 引 量 が 所 定 値 よ り 小 さ い 領 域 で は 、 ア シ ス ト モ ー タ か ら ワ イ ヤ 牽
引 部 材 に 牽 引 補 助 力 を 付 与 す る 必 要 性 に 乏 し い 。 ま た 、 ワ イ ヤ 牽 引 量 検 出 セ ン サ が 、 湾 曲
操 作 部 材 に よ っ て 回 転 駆 動 さ れ る 部 材 の 回 転 角 度 を 検 出 す る こ と に よ り 、 操 作 ワ イ ヤ の 牽
引 量 を 間 接 的 に 検 出 す る よ う に し て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 操 作 ワ イ ヤ を 牽 引 す る た め の 牽 引 補 助 力 が 操 作 ワ イ ヤ の 牽 引 量 に 対 応
し て ア シ ス ト モ ー タ か ら ワ イ ヤ 牽 引 部 材 に 付 与 さ れ る よ う に し た こ と に よ り 、 湾 曲 部 を 大
き な 角 度 で 屈 曲 さ せ る 際 で も 小 さ な 操 作 力 で 楽 に 湾 曲 操 作 を 行 う こ と が で き 、 し か も 湾 曲
部 が 受 け る 反 力 が 湾 曲 操 作 部 材 を 操 作 す る 手 に 知 覚 さ れ る の で 、 内 視 鏡 の 挿 入 操 作 を 安 全
か つ 円 滑 に 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ワ イ ヤ 牽 引 部 材 で あ る プ ー リ に 歯 車 が 形 成 さ れ 、 そ の 歯 車 に ア シ ス ト モ ー タ が 直 接 又 は
間 接 的 に 噛 み 合 っ て 、 ア シ ス ト モ ー タ の 駆 動 力 が プ ー リ の 回 転 力 の 補 助 と し て 付 与 さ れ る
。
【 実 施 例 】
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【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
　 図 ２ は 内 視 鏡 を 示 し て お り 、 可 撓 性 の 挿 入 部 １ の 先 端 付 近 に 連 結 さ れ た 湾 曲 部 ２ の 先 端
に は 、 図 示 さ れ て い な い 観 察 窓 等 が 配 置 さ れ た 先 端 部 本 体 ３ が 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 挿 入 部 １ の 基 端 に 連 結 さ れ た 操 作 部 ４ に は 、 湾 曲 部 ２ を 遠 隔 操 作 に よ っ て 屈 曲 さ せ る た
め の 湾 曲 操 作 部 材 で あ る 上 下 方 向 用 湾 曲 操 作 ノ ブ ５ Ｕ Ｄ と 左 右 方 向 用 湾 曲 操 作 ノ ブ ５ Ｒ Ｌ
が 配 置 さ れ て い て 、 そ れ ら の ノ ブ ５ Ｕ Ｄ ， ５ Ｒ Ｌ を 回 転 操 作 す る こ と に よ り 、 挿 入 部 １ 内
に 挿 通 配 置 さ れ て い る 操 作 ワ イ ヤ ７ Ｕ ， ７ Ｄ （ 及 び ７ Ｒ ， ７ Ｌ ） を 選 択 的 に 牽 引 し て 、 湾
曲 部 ２ を 任 意 の 方 向 に 任 意 の 角 度 だ け 屈 曲 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ は 操 作 部 ４ に 配 置 さ れ た 湾 曲 操 作 装 置 を 示 し て お り 、 上 下 方 向 用 湾 曲 操 作 ノ ブ ５ Ｕ
Ｄ に 上 下 方 向 用 回 転 軸 ８ Ｕ Ｄ を 介 し て 連 結 さ れ た 上 下 方 向 用 プ ー リ ９ Ｕ Ｄ と 、 左 右 方 向 用
湾 曲 操 作 ノ ブ ５ Ｒ Ｌ に 左 右 方 向 用 回 転 軸 ８ Ｒ Ｌ を 介 し て 連 結 さ れ た 左 右 方 向 用 プ ー リ ９ Ｒ
Ｌ と が 、 同 軸 線 の 周 り に 互 い に 独 立 し て 回 転 す る こ と が で き る よ う に 、 操 作 部 ４ 内 に 配 置
さ れ て い る 固 定 フ レ ー ム １ ０ に 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 下 方 向 用 プ ー リ ９ Ｕ Ｄ に は 一 対 の 上 下 方 向 用 操 作 ワ イ ヤ ７ Ｕ ， ７ Ｄ が 巻 回 さ れ 、 左 右
方 向 用 プ ー リ ９ Ｒ Ｌ に は 一 対 の 左 右 方 向 用 操 作 ワ イ ヤ ７ Ｒ ， ７ Ｌ が 巻 回 さ れ て い て 、 各 ワ
イ ヤ ７ Ｕ ， ７ Ｄ ， ７ Ｒ ， ７ Ｌ の 端 部 は プ ー リ ９ Ｕ Ｄ ， ９ Ｒ Ｌ に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 し た が っ て 、 上 下 方 向 用 湾 曲 操 作 ノ ブ ５ Ｕ Ｄ を 回 転 操 作 す る こ と に よ り 、 一 対 の 上 下 方
向 用 操 作 ワ イ ヤ ７ Ｕ ， ７ Ｄ の 一 方 が 上 下 方 向 用 プ ー リ ９ Ｕ Ｄ に 巻 き 取 ら れ て 牽 引 さ れ 、 そ
れ と 同 時 に 他 方 が 送 り 出 さ れ 、 左 右 方 向 用 湾 曲 操 作 ノ ブ ５ Ｒ Ｌ を 回 転 操 作 す る こ と に よ り
、 一 対 の 左 右 方 向 用 操 作 ワ イ ヤ ７ Ｒ ， ７ Ｌ の 一 方 が 左 右 方 向 用 プ ー リ ９ Ｒ Ｌ に 巻 き 取 ら れ
て 牽 引 さ れ 、 そ れ と 同 時 に 他 方 が 送 り 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 下 方 向 用 プ ー リ ９ Ｕ Ｄ は 、 図 ３ の 平 面 図 に も 示 さ れ る よ う に 、 外 周 部 に 歯 が 形 成 さ れ
た 歯 車 に な っ て い て 、 固 定 軸 １ ５ の 周 り に 回 転 自 在 な 上 下 方 向 用 中 間 歯 車 １ ３ Ｕ Ｄ を 介 し
て 、 固 定 フ レ ー ム １ ０ に 固 設 さ れ た 上 下 方 向 用 ア シ ス ト モ ー タ １ １ Ｕ Ｄ の 出 力 歯 車 １ ２ Ｕ
Ｄ と 間 接 的 に 噛 み 合 っ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 し た が っ て 、 上 下 方 向 用 プ ー リ ９ Ｕ Ｄ に 対 し て 上 下 方 向 用 ア シ ス ト モ ー タ １ １ Ｕ Ｄ の 出
力 歯 車 １ ２ Ｕ Ｄ の 駆 動 力 を 付 与 す る こ と に よ り 、 操 作 ワ イ ヤ ７ Ｕ ， ７ Ｄ を 牽 引 す る た め の
牽 引 補 助 力 を 上 下 方 向 用 プ ー リ ９ Ｕ Ｄ に 付 与 す る こ と が で き 、 上 下 方 向 用 中 間 歯 車 １ ３ Ｕ
Ｄ の 回 転 量 は 、 そ れ と 噛 み 合 う 上 下 方 向 用 プ ー リ ９ Ｕ Ｄ の 回 転 量 か ら 操 作 ワ イ ヤ ７ Ｕ ， ７
Ｄ の 牽 引 量 と し て 換 算 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 下 方 向 用 中 間 歯 車 １ ３ Ｕ Ｄ の 表 面 に は 、 固 定 軸 １ ５ を 中 心 と す る 円 弧 状 の 反 射 部 材 １
６ が 取 り 付 け ら れ て い て 、 上 下 方 向 用 中 間 歯 車 １ ３ Ｕ Ｄ が 回 転 し た 時 に 反 射 部 材 １ ６ に 面
す る 位 置 に は 、 ２ 個 の 光 セ ン サ １ ４ Ｕ Ｄ ａ ， １ ４ Ｕ Ｄ ｂ が 互 い の 間 に 間 隔 を あ け て 配 置 さ
れ て い る （ 固 定 フ レ ー ム １ ０ に 対 し て 固 定 的 に 配 置 さ れ て い る ） 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 各 光 セ ン サ １ ４ Ｕ Ｄ ａ ， １ ４ Ｕ Ｄ ｂ は 、 各 々 が 発 光 素 子 と 受 光 素 子 を 一 体 的 に 設 け た も
の で あ り 、 反 射 部 材 １ ６ か ら の 光 反 射 を 検 出 す る 。 た だ し 、 ニ ュ ー ト ラ ル 状 態 （ 湾 曲 部 ２
が 真 っ 直 ぐ な 状 態 ） と そ の 近 傍 に お い て は 、 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 各 光 セ ン サ １ ４ Ｕ Ｄ ａ
， １ ４ Ｕ Ｄ ｂ は 反 射 部 材 １ ６ に 面 し て い な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 し た が っ て 、 上 下 方 向 用 中 間 歯 車 １ ３ Ｕ Ｄ が 左 回 り に 回 転 す る と 、 第 １ の 光 セ ン サ １ ４
Ｕ Ｄ ａ と 第 ２ の 光 セ ン サ １ ４ Ｕ Ｄ ｂ が そ の 順 に 反 射 部 材 １ ６ に 面 し 、 上 下 方 向 用 中 間 歯 車
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１ ３ Ｕ Ｄ が 右 回 り に 回 転 す る と 、 第 １ の 光 セ ン サ １ ４ Ｕ Ｄ ａ と 第 ２ の 光 セ ン サ １ ４ Ｕ Ｄ ｂ
が 逆 の 順 に 反 射 部 材 １ ６ に 面 し て 、 上 下 方 向 用 中 間 歯 車 １ ３ Ｕ Ｄ の 回 転 状 態 （ 方 向 及 び 角
度 領 域 ） を 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 左 右 方 向 用 プ ー リ ９ Ｒ Ｌ に 対 し て も 、 平 面 図 は 省 略 す る が 、 上 下 方 向 用 プ ー リ ９ Ｕ Ｄ と
同 様 に 、 左 右 方 向 用 ア シ ス ト モ ー タ １ １ Ｒ Ｌ 及 び そ の 出 力 歯 車 １ ２ Ｒ Ｌ 、 反 射 部 材 １ ６ が
取 り 付 け ら れ た 左 右 方 向 用 中 間 歯 車 １ ３ Ｒ Ｌ 、 及 び ２ 個 の 光 セ ン サ １ ４ Ｒ Ｌ ａ ， １ ４ Ｒ Ｌ
ｂ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ４ は 、 上 記 実 施 例 装 置 の 制 御 回 路 の ブ ロ ッ ク 図 で あ り 、 光 セ ン サ １ ４ Ｕ Ｄ ａ ， １ ４ Ｕ
Ｄ ｂ （ 及 び １ ４ Ｒ Ｌ ａ ， １ ４ Ｒ Ｌ ｂ ） か ら 出 力 さ れ る 検 出 信 号 が マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ 等 を
内 蔵 す る 信 号 処 理 回 路 １ ８ に 送 ら れ 、 そ れ に 対 応 し て 信 号 処 理 回 路 １ ８ か ら モ ー タ 制 御 回
路 １ ９ に 制 御 信 号 が 出 力 さ れ て 、 上 下 方 向 用 ア シ ス ト モ ー タ １ １ Ｕ Ｄ （ 左 右 方 向 用 ア シ ス
ト モ ー タ １ １ Ｒ Ｌ ） の 回 転 方 向 と 出 力 が 制 御 さ れ る 。 な お 、 信 号 処 理 回 路 １ ８ は 操 作 部 ４
内 に 配 置 し て も よ い が 、 外 部 の ビ デ オ プ ロ セ ッ サ 内 等 に 配 置 し て も 差 し 支 え な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ５ は 、 上 下 方 向 用 湾 曲 操 作 ノ ブ ５ Ｕ Ｄ の 操 作 に 対 し て 信 号 処 理 回 路 １ ８ に お い て 行 わ
れ る 制 御 処 理 の 内 容 を 示 す ソ フ ト ウ ェ ア の フ ロ ー 図 で あ り 、 Ｓ は 処 理 ス テ ッ プ を 示 す 。 な
お 、 左 右 方 向 用 湾 曲 操 作 ノ ブ ５ Ｒ Ｌ の 操 作 に 対 し て も 同 様 の 制 御 処 理 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ス タ ー ト 時 （ 湾 曲 部 ２ が 真 っ 直 ぐ な ニ ュ ー ト ラ ル 状 態 ） に お い て は 、 ２ 個 の 光 セ ン サ １
４ Ｕ Ｄ ａ ， １ ４ Ｕ Ｄ ｂ の 検 出 信 号 は オ フ （ 即 ち 、 反 射 部 材 １ ６ を 検 出 せ ず ） で あ り 、 そ の
時 の 上 下 方 向 用 ア シ ス ト モ ー タ １ １ Ｕ Ｄ の 出 力 パ ワ ー は ゼ ロ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 そ し て 、 ２ 個 の 光 セ ン サ １ ４ Ｕ Ｄ ａ ， １ ４ Ｕ Ｄ ｂ の い ず れ か が オ ン に な る （ 即 ち 、 反 射
部 材 １ ６ を 検 出 す る ） ま で は 上 下 方 向 用 ア シ ス ト モ ー タ １ １ Ｕ Ｄ の 出 力 パ ワ ー は ゼ ロ の ま
ま で あ り 、 上 下 方 向 用 湾 曲 操 作 ノ ブ ５ Ｕ Ｄ は 操 作 者 の 手 の 力 だ け で 回 転 操 作 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 そ の よ う に 上 下 方 向 用 湾 曲 操 作 ノ ブ ５ Ｕ Ｄ の 回 転 角 度 が 小 さ い 領 域 で は 、 湾 曲 部 ２ の 屈
曲 角 度 が 小 さ く て 湾 曲 操 作 に 対 す る 反 発 力 も 小 さ い の で 、 操 作 ワ イ ヤ ７ Ｕ ， ７ Ｄ の 牽 引 力
を モ ー タ で ア シ ス ト す る 必 要 性 は な い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 そ し て 、 ２ 個 の 光 セ ン サ １ ４ Ｕ Ｄ ａ ， １ ４ Ｕ Ｄ ｂ の 検 出 信 号 の い ず れ か が オ ン に な っ た
ら 、 上 下 方 向 用 ア シ ス ト モ ー タ １ １ Ｕ Ｄ に 電 流 を 供 給 し て 、 操 作 ワ イ ヤ ７ Ｕ ， ７ Ｄ を 牽 引
す る 補 助 に な る 牽 引 補 助 力 を 上 下 方 向 用 プ ー リ ９ Ｕ Ｄ に 付 与 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 Ｓ １ に お い て は 、 上 下 方 向 用 湾 曲 操 作 ノ ブ ５ Ｕ Ｄ が 下 方 向 に 少 し 回 転 さ れ て 第 １ の 光 セ
ン サ １ ４ Ｕ Ｄ ａ だ け が オ ン に な っ た か ど う か を 判 定 し て お り 、 オ ン で な け れ ば ス タ ー ト に
戻 り 、 第 １ の 光 セ ン サ １ ４ Ｕ Ｄ ａ だ け が オ ン に な っ た 場 合 に は 、 Ｓ ２ に お い て 上 下 方 向 用
ア シ ス ト モ ー タ １ １ Ｕ Ｄ を 出 力 が 微 小 程 度 で ｄ 方 向 （ 即 ち 、 下 方 向 ） に 駆 動 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ れ に よ っ て 、 そ の 状 態 か ら 下 方 向 用 操 作 ワ イ ヤ ７ Ｄ を さ ら に 牽 引 し て 湾 曲 部 ２ の 屈 曲
角 度 を 増 大 さ せ る の に 必 要 な 牽 引 力 よ り 小 さ な 牽 引 補 助 力 が 、 上 下 方 向 用 ア シ ス ト モ ー タ
１ １ Ｕ Ｄ か ら 上 下 方 向 用 プ ー リ ９ Ｕ Ｄ に 付 与 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 次 い で 、 Ｓ ３ に お い て 、 上 下 方 向 用 湾 曲 操 作 ノ ブ ５ Ｕ Ｄ が さ ら に 下 方 向 に 回 転 さ れ て 両
光 セ ン サ １ ４ Ｕ Ｄ ａ ， １ ４ Ｕ Ｄ ｂ が オ ン に な っ た か ど う か を 判 定 し 、 共 に オ ン で な け れ ば
Ｓ １ に 戻 り 、 両 光 セ ン サ １ ４ Ｕ Ｄ ａ ， １ ４ Ｕ Ｄ ｂ が オ ン に な っ た 場 合 に は 、 Ｓ ４ に お い て
上 下 方 向 用 ア シ ス ト モ ー タ １ １ Ｕ Ｄ の 出 力 を 小 程 度 に 増 加 さ せ て ｄ 方 向 （ 即 ち 、 下 方 向 ）
に 駆 動 す る 。
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【 ０ ０ ３ ５ 】
　 そ れ に よ っ て 、 そ の 状 態 か ら 下 方 向 用 操 作 ワ イ ヤ ７ Ｄ を さ ら に 牽 引 し て 湾 曲 部 ２ の 屈 曲
角 度 を 増 大 さ せ る の に 必 要 な 牽 引 力 よ り 小 さ な 牽 引 補 助 力 が 、 上 下 方 向 用 ア シ ス ト モ ー タ
１ １ Ｕ Ｄ か ら 上 下 方 向 用 プ ー リ ９ Ｕ Ｄ に 付 与 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 次 い で 、 Ｓ ５ に お い て 、 上 下 方 向 用 湾 曲 操 作 ノ ブ ５ Ｕ Ｄ が さ ら に 下 方 向 に 回 転 さ れ て 第
１ の 光 セ ン サ １ ４ Ｕ Ｄ ａ だ け が オ フ に な っ た か ど う か を 判 定 し 、 オ フ で な け れ ば Ｓ ３ に 戻
り 、 第 １ の 光 セ ン サ １ ４ Ｕ Ｄ ａ だ け が オ フ に な っ た 場 合 に は 、 Ｓ ６ に お い て 上 下 方 向 用 ア
シ ス ト モ ー タ １ １ Ｕ Ｄ の 出 力 を 中 程 度 に 増 加 さ せ て ｄ 方 向 （ 即 ち 、 下 方 向 ） に 駆 動 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 そ れ に よ っ て 、 そ の 状 態 か ら 下 方 向 用 操 作 ワ イ ヤ ７ Ｄ を さ ら に 牽 引 し て 湾 曲 部 ２ の 屈 曲
角 度 を 増 大 さ せ る の に 必 要 な 牽 引 力 よ り 小 さ な 牽 引 補 助 力 が 、 上 下 方 向 用 ア シ ス ト モ ー タ
１ １ Ｕ Ｄ か ら 上 下 方 向 用 プ ー リ ９ Ｕ Ｄ に 付 与 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 次 い で 、 Ｓ ７ に お い て 、 上 下 方 向 用 湾 曲 操 作 ノ ブ ５ Ｕ Ｄ が さ ら に 下 方 向 に 回 転 さ れ て 両
光 セ ン サ １ ４ Ｕ Ｄ ａ ， １ ４ Ｕ Ｄ ｂ が オ フ に な っ た か ど う か を 判 定 し 、 共 に オ フ で な け れ ば
Ｓ ５ に 戻 り 、 両 光 セ ン サ １ ４ Ｕ Ｄ ａ ， １ ４ Ｕ Ｄ ｂ が オ フ に な っ た 場 合 に は 、 Ｓ ８ に お い て
上 下 方 向 用 ア シ ス ト モ ー タ １ １ Ｕ Ｄ の 出 力 を 大 程 度 に 増 加 さ せ て ｄ 方 向 （ 即 ち 、 下 方 向 ）
に 駆 動 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 そ れ に よ っ て 、 そ の 状 態 か ら 下 方 向 用 操 作 ワ イ ヤ ７ Ｄ を さ ら に 牽 引 し て 湾 曲 部 ２ の 屈 曲
角 度 を 増 大 さ せ る の に 必 要 な 牽 引 力 よ り 小 さ な 牽 引 補 助 力 が 、 上 下 方 向 用 ア シ ス ト モ ー タ
１ １ Ｕ Ｄ か ら 上 下 方 向 用 プ ー リ ９ Ｕ Ｄ に 付 与 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 次 い で 、 Ｓ ９ に お い て 、 上 下 方 向 用 湾 曲 操 作 ノ ブ ５ Ｕ Ｄ が さ ら に 下 方 向 に 回 転 さ れ て 第
１ の 光 セ ン サ １ ４ Ｕ Ｄ ａ だ け が オ ン に な っ た か ど う か を 判 定 し 、 オ ン で な け れ ば Ｓ ７ に 戻
り 、 第 １ の 光 セ ン サ １ ４ Ｕ Ｄ ａ だ け が オ ン に な っ た 場 合 に は 、 Ｓ １ ０ に お い て 上 下 方 向 用
ア シ ス ト モ ー タ １ １ Ｕ Ｄ の 出 力 を 大 程 度 に 維 持 し て Ｓ ９ に 戻 り 、 上 下 方 向 用 プ ー リ ９ Ｕ Ｄ
に 対 す る 牽 引 補 助 力 の 付 与 を 維 持 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 一 方 、 ニ ュ ー ト ラ ル 状 態 か ら 上 下 方 向 用 湾 曲 操 作 ノ ブ ５ Ｕ Ｄ が 上 方 向 に 回 転 操 作 さ れ た
時 は 、 Ｓ １ １ に お い て 、 第 ２ の 光 セ ン サ １ ４ Ｕ Ｄ ｂ だ け が オ ン に な っ た か ど う か を 判 定 し
、 オ ン で な け れ ば ス タ ー ト に 戻 り 、 第 ２ の 光 セ ン サ １ ４ Ｕ Ｄ ｂ だ け が オ ン に な っ た 場 合 に
は 、 Ｓ １ ２ に お い て 上 下 方 向 用 ア シ ス ト モ ー タ １ １ Ｕ Ｄ を 出 力 が 微 小 程 度 で ｕ 方 向 （ 即 ち
、 上 方 向 ） に 駆 動 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 そ れ に よ っ て 、 そ の 状 態 か ら 上 方 向 用 操 作 ワ イ ヤ ７ Ｕ を さ ら に 牽 引 し て 湾 曲 部 ２ の 屈 曲
角 度 を 増 大 さ せ る の に 必 要 な 牽 引 力 よ り 小 さ な 牽 引 補 助 力 が 、 上 下 方 向 用 ア シ ス ト モ ー タ
１ １ Ｕ Ｄ か ら 上 下 方 向 用 プ ー リ ９ Ｕ Ｄ に 付 与 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 次 い で 、 Ｓ １ ３ に お い て 、 上 下 方 向 用 湾 曲 操 作 ノ ブ ５ Ｕ Ｄ が さ ら に 上 方 向 に 回 転 さ れ て
両 光 セ ン サ １ ４ Ｕ Ｄ ａ ， １ ４ Ｕ Ｄ ｂ が オ ン に な っ た か ど う か を 判 定 し 、 共 に オ ン で な け れ
ば Ｓ １ １ に 戻 り 、 両 光 セ ン サ １ ４ Ｕ Ｄ ａ ， １ ４ Ｕ Ｄ ｂ が オ ン に な っ た 場 合 に は 、 Ｓ １ ４ に
お い て 上 下 方 向 用 ア シ ス ト モ ー タ １ １ Ｕ Ｄ の 出 力 を 小 程 度 に 増 加 さ せ て ｕ 方 向 （ 即 ち 、 上
方 向 ） に 駆 動 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 そ れ に よ っ て 、 そ の 状 態 か ら 上 方 向 用 操 作 ワ イ ヤ ７ Ｕ を さ ら に 牽 引 し て 湾 曲 部 ２ の 屈 曲
角 度 を 増 大 さ せ る の に 必 要 な 牽 引 力 よ り 小 さ な 牽 引 補 助 力 が 、 上 下 方 向 用 ア シ ス ト モ ー タ
１ １ Ｕ Ｄ か ら 上 下 方 向 用 プ ー リ ９ Ｕ Ｄ に 付 与 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
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　 次 い で 、 Ｓ １ ５ に お い て 、 上 下 方 向 用 湾 曲 操 作 ノ ブ ５ Ｕ Ｄ が さ ら に 上 方 向 に 回 転 さ れ て
第 ２ の 光 セ ン サ １ ４ Ｕ Ｄ ｂ だ け が オ フ に な っ た か ど う か を 判 定 し 、 オ フ で な け れ ば Ｓ １ ３
に 戻 り 、 第 ２ の 光 セ ン サ １ ４ Ｕ Ｄ ｂ だ け が オ フ に な っ た 場 合 に は 、 Ｓ １ ６ に お い て 上 下 方
向 用 ア シ ス ト モ ー タ １ １ Ｕ Ｄ の 出 力 を 中 程 度 に 増 加 さ せ て ｕ 方 向 （ 即 ち 、 上 方 向 ） に 駆 動
す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 そ れ に よ っ て 、 そ の 状 態 か ら 上 方 向 用 操 作 ワ イ ヤ ７ Ｕ を さ ら に 牽 引 し て 湾 曲 部 ２ の 屈 曲
角 度 を 増 大 さ せ る の に 必 要 な 牽 引 力 よ り 小 さ な 牽 引 補 助 力 が 、 上 下 方 向 用 ア シ ス ト モ ー タ
１ １ Ｕ Ｄ か ら 上 下 方 向 用 プ ー リ ９ Ｕ Ｄ に 付 与 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 次 い で 、 Ｓ １ ７ に お い て 、 上 下 方 向 用 湾 曲 操 作 ノ ブ ５ Ｕ Ｄ が さ ら に 上 方 向 に 回 転 さ れ て
両 光 セ ン サ １ ４ Ｕ Ｄ ａ ， １ ４ Ｕ Ｄ ｂ が オ フ に な っ た か ど う か を 判 定 し 、 共 に オ フ で な け れ
ば Ｓ １ ５ に 戻 り 、 両 光 セ ン サ １ ４ Ｕ Ｄ ａ ， １ ４ Ｕ Ｄ ｂ が オ フ に な っ た 場 合 に は 、 Ｓ １ ８ に
お い て 上 下 方 向 用 ア シ ス ト モ ー タ １ １ Ｕ Ｄ の 出 力 を 大 程 度 に 増 加 さ せ て ｕ 方 向 （ 即 ち 、 上
方 向 ） に 駆 動 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 そ れ に よ っ て 、 そ の 状 態 か ら 上 方 向 用 操 作 ワ イ ヤ ７ Ｕ を さ ら に 牽 引 し て 湾 曲 部 ２ の 屈 曲
角 度 を 増 大 さ せ る の に 必 要 な 牽 引 力 よ り 小 さ な 牽 引 補 助 力 が 、 上 下 方 向 用 ア シ ス ト モ ー タ
１ １ Ｕ Ｄ か ら 上 下 方 向 用 プ ー リ ９ Ｕ Ｄ に 付 与 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 次 い で 、 Ｓ １ ９ に お い て 、 上 下 方 向 用 湾 曲 操 作 ノ ブ ５ Ｕ Ｄ が さ ら に 上 方 向 に 回 転 さ れ て
第 ２ の 光 セ ン サ １ ４ Ｕ Ｄ ｂ だ け が オ ン に な っ た か ど う か を 判 定 し 、 オ ン で な け れ ば Ｓ １ ７
に 戻 り 、 第 ２ の 光 セ ン サ １ ４ Ｕ Ｄ ｂ だ け が オ ン に な っ た 場 合 に は 、 Ｓ ２ ０ に お い て 上 下 方
向 用 ア シ ス ト モ ー タ １ １ Ｕ Ｄ の 出 力 を 大 程 度 に 維 持 し て Ｓ １ ９ に 戻 り 、 上 下 方 向 用 プ ー リ
９ Ｕ Ｄ に 対 す る 牽 引 補 助 力 の 付 与 を 維 持 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ の よ う に し て 、 上 下 方 向 用 湾 曲 操 作 ノ ブ ５ Ｕ Ｄ が 回 転 操 作 さ れ る と 、 上 下 方 向 用 湾 曲
操 作 ノ ブ ５ Ｕ Ｄ の 回 転 量 （ 即 ち 、 そ れ に よ っ て 牽 引 さ れ る 操 作 ワ イ ヤ ７ Ｕ ， ７ Ｄ の 牽 引 量
） に 対 応 し て 、 操 作 ワ イ ヤ ７ Ｕ ， ７ Ｄ を 牽 引 す る た め の 牽 引 補 助 力 が 上 下 方 向 用 ア シ ス ト
モ ー タ １ １ Ｕ Ｄ か ら 上 下 方 向 用 プ ー リ ９ Ｕ Ｄ に 付 与 さ れ 、 操 作 者 は 軽 い 操 作 力 で 湾 曲 操 作
を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 そ の 際 に 、 操 作 ワ イ ヤ ７ Ｕ ， ７ Ｄ の 牽 引 量 が 大 き く な れ ば 、 そ れ に し た が っ て 牽 引 補 助
力 が 大 き く な り 、 上 下 方 向 用 湾 曲 操 作 ノ ブ ５ Ｕ Ｄ を ニ ュ ー ト ラ ル 方 向 に 戻 せ ば 、 そ れ に 伴
っ て 制 御 処 理 が 牽 引 補 助 力 を 小 さ く す る 方 向 に 戻 る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 そ し て 、 そ の 牽 引 補 助 力 は 、 湾 曲 部 ２ の 屈 曲 角 度 を 増 大 さ せ る の に 必 要 な 牽 引 力 よ り 常
に 小 さ く 設 定 さ れ て い る の で 、 操 作 者 は 湾 曲 操 作 を 行 う の に あ る 程 度 自 分 の 力 で 上 下 方 向
用 湾 曲 操 作 ノ ブ ５ Ｕ Ｄ を 回 転 操 作 す る 必 要 が あ り 、 湾 曲 部 ２ が 体 内 壁 等 に ぶ つ か れ ば そ れ
を 指 先 で 知 覚 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 な お 、 本 発 明 は 上 記 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 操 作 ワ イ ヤ ７ Ｕ ， ７ Ｄ
， ７ Ｒ ， ７ Ｌ の 牽 引 量 を 検 出 す る た め の ワ イ ヤ 牽 引 量 検 出 セ ン サ と し て は 反 射 型 光 セ ン サ
に 限 ら ず 、 透 過 型 光 セ ン サ 、 磁 力 セ ン サ 、 電 気 的 セ ン サ 等 ど の よ う な 方 式 の も の を 用 い て
も よ く 、 牽 引 補 助 力 の 制 御 も 操 作 ワ イ ヤ ７ Ｕ ， ７ Ｄ ， ７ Ｒ ， ７ Ｌ の 牽 引 量 に 対 応 し て 無 段
階 に 変 化 さ せ る 等 各 種 の 態 様 を と る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 装 置 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 全 体 構 成 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 装 置 の 部 分 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 装 置 の 制 御 回 路 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 装 置 で 行 わ れ る 制 御 処 理 の 内 容 を 示 す ソ フ ト
ウ ェ ア の フ ロ ー 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 １ 　 挿 入 部
　 ２ 　 湾 曲 部
　 ４ 　 操 作 部
　 ５ Ｕ Ｄ ， ５ Ｒ Ｌ 　 湾 曲 操 作 ノ ブ
　 ７ Ｕ ， ７ Ｄ ， ７ Ｒ ， ７ Ｌ 　 操 作 ワ イ ヤ
　 ９ Ｕ Ｄ ， ９ Ｒ Ｌ 　 プ ー リ （ ワ イ ヤ 牽 引 部 材 ）
　 １ １ Ｕ Ｄ ， １ １ Ｒ Ｌ 　 ア シ ス ト モ ー タ
　 １ ３ Ｕ Ｄ ， １ ３ Ｒ Ｌ 　 中 間 歯 車
　 １ ４ Ｕ Ｄ ａ ， １ ４ Ｕ Ｄ ｂ ， １ ４ Ｒ Ｌ ａ ， １ ４ Ｒ Ｌ ｂ 　 光 セ ン サ （ ワ イ ヤ 牽 引 量 検 出 セ ン
サ ）
　 １ ６ 　 反 射 部 材
　 １ ８ 　 信 号 処 理 回 路
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【 図 ３ 】
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